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第５期麻生区区民会議 第１６回企画部会 議事要旨 

 

１ 開催日時：平成２８年５月９日（月）午後３時００分～午後５時００分 

 

２ 開催場所：麻生区役所第５会議室 

 

３ 出席者：[委員] 

岡倉委員、金光委員、白井委員、菅野委員、髙倉委員、高橋(慶)委員、林委員 

（欠席委員）上野委員 

      [事務局] 

井上課長、福島担当係長、鈴木、佐藤、榎本 

 

４ 傍聴者  ０名 

 

５ 配布資料 

 資料 １ 区民会議報告書作成スケジュール（案） 

    ２ 区民会議報告書 表紙（案）    

    ３ 区民会議報告書（案） 

    ４ 区民会議報告書 資料編（案） 

    ５ 第８回全体会議次第（案） 

    ６ 区民会議に寄せられたアンケート 

    ７ 区民会議の広報・広聴について（案）   

     

参考資料   

１ 第１５回企画部会議事要旨 

      

６ 議 事 

（１）区民会議報告書について 

 ア 若い世代が住みやすいまちづくり部会 

【説明事項】 

・白井部会長より資料３により内容について説明。若い世代が住みやすいまちづくり部会では、今

後、高齢化とともに生産年齢人口の減少が進むことや空き家の増加が予想されることから、シニ

ア世代の活躍はもちろん、若い世代が安心して住み続けてもらうため、「麻生区の魅力のブラン

ド化」と「空き家の利活用」について検討してきた。調査審議をし、今後の若い世代が住みやす

いまちづくりを進めていくために、３つの方向性「①魅力に関わる団体の連携」「②魅力の情報

発信」「③空き家の利活用」と４つの提言を取りまとめた。 

提言１ 「区民と行政が協働した組織体制をつくり、具体的な検討・取組を進める上で、「区民

会議」を活用することや「（仮称）麻生区魅力ＰＲ委員会」の設置を提案します。 
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  提言２ 麻生区の魅力をＰＲする方法として、「麻生区のホームページの改善」と、「（仮称）

麻生シティセールス・ＰＲ部門」の設置を提案します。 

  提言３ 麻生区の魅力をブランド化し、効果的にＰＲをしていくための「キャッチフレーズ」を

検討し、活用していくことを提案します。 

  提言４ 学生・若い世代や地域（町内会・自治会）、ＮＰＯ・大学・民間業者等による地域ぐる

みの仕組みとして、「空き家ネットワークの構築」を提案します。 

 

 （主な意見） 

 ・全体的に項目のフォントや構成が統一されていないので、統一していく必要があるのではないか。 

 ・書き出しの文字が揃っていないので、揃える必要があるのではないか。 

 ・図のバランスなどを整える必要があるのではないか。 

 ・「です・ます調」・「だ・である調」など統一していく必要があるのではないか。 

  

 イ 市民活動・地域活動の活性化部会 

 【説明事項】 

・岡倉部会長から、資料３により内容について説明。市民活動・地域活動活性化部会では、「ボラ

ンティアの活動促進」をテーマに掲げ、ボランティアに関心が高いと思われるシニア世代の方々

を念頭に置き、「誰もが気軽にボランティアに参加できる仕組みづくり」を目標に審議してきた。

調査審議をし、今後の市民活動・地域活動の活性化策として、３つの方向性「①ボランティア活

動の土壌づくりに向けて」「②あさおボランティア情報センターの設置に向けて」「③ボランテ

ィア参加のきっかけづくり」と４つの提言を取りまとめた。 

 提言１ 誰もがボランティアを身近に感じ、ボランティア活動に参加しやすい機運を高めるため   

     に「ボランティアのまち・あさお」を掲げることを提案します。 

 提言２ 「（仮称）あさおボランティア情報センター」を拠点とした、ボランティア参加のネッ

トワークを構築することを提案します。 

 提言３ ボランティア情報の効果的な発信とともに、情報の一元化の取組を進めることを提案し

ます。 

 提言４ 相談窓口の連携、入門講座や体験講座の開催等を通じて、ボランティアに関心を持った

区民に対して「参加への一押し」をすることを提案します。 

 

（主な意見） 

・提言２にある「あさおボランティア情報センター」には、（仮称）と入れたほうがよいのではな

いか。仮称をつけないとすでにあるように見えてしまう。仮称をつけることにより、幅を持たせ

ることもできるのではないか。 

 →（仮称）を入れることとする。 

 

 ウ 企画部会 

 （１）報告書の内容について 

 ・「刊行によせて」は、写真を挿入するため、文字の量を減らす。 
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 →金光委員と事務局で調整。 

 ・「第１期～４期区民会議の審議の流れ」については、年数を入れることとする。 

 ・表紙については、案１をベースとする。ただし、写真はついては区民会議に関連するものやタイ

トルのフォントなどは、調整が必要。 

 →事務局にて調整する。 

・資料編の内容について、概ねこの形とする。ただし、誤字脱字等は修正する。 

 

（２）全体会議について 

・第８回の全体会議の議事の第５期麻生区区民会議報告書（案）については、全体の構成の説明が

あるため、説明の順序は、「①企画部会」「②若い世代が住みやすいまちづくり部会」「③市民

活動・地域活動の活性化部会」とする。 

・報告書（案）の承認後、各委員から１人１分程度、意見や感想をもらう時間を設ける。 

 

７ その他 

 （１）区民会議に寄せられたアンケートについて 

 ・今回、３名から４件の意見があったが、「区内のスクールゾーンの再点検を行っていただきたい」

については、区民会議の内容と異なることから、所管課（危機管理担当）へ情報提供を行う。 

 ・「芸術のまちというコンセプトについて」、「区民の地縁活動と志縁活動の連携・協力について」、  

「元気な高齢者が支える住みよい地域づくりを目指して」については、関係団体への情報提供  

  を行うとともに区民会議ニュース６号に掲載することとする。また、第６期のテーマを決める時

の参考意見としてもよいのではないか。 

  

（２）区民会議の広報・広聴活動について 

 ・岡倉委員から、資料７の内容について説明。パネル展を行うため、６月１３日～１５日まで区役

所ロビーを予約した。パネルの内容については、６月の企画部会で審議予定。 

 

 （３）次回の企画部会について 

 ・全体会議の意見等を踏まえた、報告書の修正及び最終校正について。 

 ・報告書の印刷について。 

 ・パネル展示について。 

  

 

以上 


